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鏡野町総合計画審議会（第３回） 議事録  
⽇時：令和７年７⽉ 25 ⽇（⾦）  

午後１時 30 分 
場所：鏡野町役場 危機管理センター 

 

１ 開 会  

事務局：挨拶 
 
中村会⻑：本⽇は基本構想のとりまとめとなる。この後パブリックコメントがある。公に出るので議論と

して⾊々ご意⾒をいただきたい。事務局より説明をお願いする。 

 

２ 協議事項 

①第３回審議会での協議事項 基本構想（案）について 
〜事務局より説明〜 

 
中村会⻑：⻩⾊の修正があった箇所について意⾒はあるか。今回の修正で町⺠が住⺠に変更されている。 

町⺠と住⺠では意味合いが違うと思うが理由はあるか。 
 
事務局：以前は混在していたので住⺠の表記に統⼀したのが⼤きな理由である。 
 
中村会⻑：住⺠票が町内にあって、普段町外にいる⽅も住⺠として扱うのか。 
 
事務局：町外にいている⽅も想定している。 
 
⼩椋委員：P４ 実施計画で毎年度⾒直しとあるが、⾒直し後に更新はしないのか。表記が気になった。 
 
事務局：全てを更新というわけではないので、更新するものはするし、しないものはしない意味合いで記

載している。 
実施計画は３年間の期間である。予算を⽴てて実⾏後、評価の繰り返しとなっている。毎年度⾒
直し、必要であれば検証している。⾒直しだけだとわかりづらいこともあるので、「⾒直し・更
新」という表記に変更する。 

 
⼩椋委員：⾒直しがあって更新という流れがいいかと感じた。 
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中村会⻑：P４毎年度更新・⾒直しということでよいか。それでお願いする。 
 
中村会⻑：⼦育ての施策を⼀つにまとめたことについて意⾒はあるか。 
 
⾦島委員：⼦どもを育てる⽀援について、町内外から移住を促す PR ができればいいと思っていた。そう

いったことはここには該当しないのか。 
 
事務局：このあとに計画を⽴てて、施策の中に事業を盛り込んでいく考えである。 
 
⾦島委員：家庭への⽀援がなくなったのはどうか。 
 
事務局：⼦どもの⽀援は家庭への⽀援にもつながるので⼀つにした経緯がある。 
 
中村会⻑：⼀つにまとめたことについて意⾒はないか。なければこれで進める。 

商⼯業の推進について。観光業、商⼯業を分離して記載している形。前回の議論を踏まえた修
正となっている。意⾒はないか。なければそれで進める。 
施策５で交通安全・⽣活安全対策の推進が⽣活安全対策となっている。交通はこの中に含まれ
るということで意⾒はあるか。交通に関しての事業が減るわけではないと思うが。問題なけれ
ばこれで進める。 
消防の推進について。「消防の推進」として柱⽴てをした。項⽬の整理ということで意⾒はある
か。問題なければこれで進める。 
施策７ 健全な⾏財政運営で職員の⼈材育成の推進について。今回は、能⼒・意欲を引き出す
⼈材育成という形で柱⽴てされているが問題ないか。前回の意⾒を踏まえての修正となってい
る。 

  
事務局：職員の⼈材育成と明確にしたほうがいいか検討している。 
 
近藤委員：職員と記載したほうがよいのではないか。 
 
中村会⻑：職員の能⼒・意欲を引き出す⼈材育成というタイトルに修正でお願いする。 
     これら以外の修正点や意⾒はあるか。P19 将来像の説明⽂が変更されている理由はあるか。 
 
事務局：前回の⽂章を検討し、⾁付けしたほうがいいとの意⾒があり、変更した。将来像については、政

策の柱が７つある。この７つを全て含めたら今回の⽂章に変更をした。 
 
中村会⻑：この部分は⼤切だと思う。７つの柱が踏まえられていて理解できた。その他意⾒はあるか。 
     なければその他について何かあるか。 
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②その他   
 
宇佐美委員：北広島市でクマがでているニュースがあった。本町でもクマの⽬撃情報がある。駆除する場

合、警察官の拳銃ではどうにもならないので猟友会の協⼒がいる。猟友会は鏡野町にもあ
る。⾏政として住⺠の命を守るという意味で連携がいるのでは。この計画とは別かもしれな
いが意⾒として。 

 
事務局：猟友会との連携について。クマの⽬撃情報があった場合、役場に電話が⼊る。産業観光課が担当

している。休みの⽇でも宿直の担当者がいる。岡⼭県の⿃獣対策課に通報する。（正しくは⾃然
環境課）その後県の⽅から調査があるという流れになる。⽬撃して調査だけで済むことではない
ケースがある。まず猟友会に駆除という流れにはならないので、現在の流れに沿って対応してい
く想定である。 

 
齋藤委員：補⾜で、津⼭市内でクマの被害にあった⼈がいた。岡⼭県では、⾃然環境課が対策している。

昨年度、緊急招集があり猟友会、⾏政が集まり対策会議を県のほうでしている。クマが出た場
合、市町村の判断で処分はできる。ガイドラインを国が作成しているのでそれに準ずる形とな
る。 

 

３ 連絡事項  

 ・第４回審議会について  
⽇時：未定（11 ⽉ごろ）場所：未定 

 ・基本構想（案）のパブリックコメントについて 
 

４ 閉会 

北⼭副会⻑：貴重な意⾒をいただきありがとうございます。基本構想が決まったということで進めてい
きたい。 


